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〔畜産農家の声〕

地域再生、肉用牛ごごもに
津山市宮部上末澤雅彦さん、未央意ん

(社)岡山県畜産協会

末澤雅彦さんは、北海道旭川市の出身でプロ

カメラマンとして、北海道を中心に活動され、

よみうり写真大賞をはじめ、各種の賞を受賞、

また個展を開かれるなどの活躍をされていまし

たが、奥さんの未央さんと結婚、平成19年に

未央さんの実家である津山市に帰られたのを契

機に、運送会社の勤めをしながら奥さんととも

に新規就農されました。その際、子供の生涯学

習のために何か動物を飼いたいと思い、以前、

家にいたという和牛に興味を抱いて、平成20

年から飼育を開始されました。

最初は1頭の子牛から始めましたが、最初は

全くの手探り状態で、子牛に下痢をさせたり、

思うように大きくならなかったりして悩んだそ

うです。一度、牛を飼うことについてきちんと

学んでおきたいと思っていた時、知り合いが紹

介してくれて、岡山県畜産協会主催の肉用牛入

門講座を受講したそうです。

その講座で学んだことを基にして、今は、飼

育マニュアルをもとに、えさの給与を行ってい

ますが、なかなかうまくいかないのが繁殖だそ

うです。中には、種付きの悪い牛がおり、その

原因のひとつに、昨年、稲わらが少なく、乾草

を中心に給与したため、母牛が太りすぎて繁殖

が悪くなったと教えられて、今年は7haの水

田の稲わらを集め、倉庫一杯に確保しており、

粗飼料の適正な給与ができそうとのこと。また、

人工授精師さんから直接教わったり、津山市内

の先進農家から指導を受けたりして、今は毎日

が勉強だそうです。

_、麟漕

末澤さんの家と牛舎の風景

牛舎風景
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放牧地の牛と一緒に

今後、全体的にスキルアップしたいので、いろいろな勉強会を開催してほしいとい

う希望を持っておられました。
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現在の飼育頭数は、成牛5頭、子牛3頭で

主に、水田に放牧していますが、所有地以外

にも近所の耕作放棄地の水田や山間地を借地

しており、合計52aに放牧しています。

地域には耕作放棄地が多くあり、今以上の

土地を借り受けて和牛の放牧に使いたいとの

意向を持たれています。

今後の目標は、飼育頭数を10頭まで増や

すことだそうですが、それに合った施設への

改善と、現在は、堆肥舎がないため、直接水

田に還元しており、敷料が堆積できる堆肥舎

の整備が課題だと話されました。そして2人

で肉用牛経営と共に、循環型農業、里山再生、

自然の中で子どもを育てていく里山保育など

をこの地域で行っていきたいという夢を持っ

ておられ、未央さんは、今は子供さんが小さ

いため、なかなか"おかやまフォーベルネッ

ト"の活動に参加できないそうですが、都合

が付く限り、勉強会などに出て色々な情報を

吸収したいという希望を持っておられました。

借地の耕作放棄地に放牧
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牛舎の入口には看板と踏み込み槽
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水田に放牧

ポニーも飼っており、子供に乗馬を

奥の水田には堆肥を入れており、手

前より再生した稲の葉の色が濃

く、収量も多い


